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持続性の高い農業生産方式の内容

（１）キュウリ（夏秋栽培） ＜露地栽培＞

夏秋キュウリは、主に褐色森林土や黒ボク土に属する土壌で栽培されており、物理性や化学性に

おいて課題のあるほ場が多い。栽培は長期間に及ぶので、排水性と安定した肥効が必要である。こ

のため、土壌診断に基づき、完熟たい肥等や土壌改良資材を適正に投入し、耕深や排水性を確保す

るとともに、物理性・化学性及び生物性を改善し、土づくりに努める。

施肥には肥効調節型肥料や有機質肥料を使用するか、局所施肥法を用い、整枝、摘果、摘葉等適

正な栽培管理により草勢低下を防ぐ。施肥量は、土壌及びたい肥に含まれる量を考慮し、過剰施用

を避ける。

病害虫防除は、排水対策やほ場衛生を徹底し、生物農薬の利用、雨除け被覆栽培、シルバーポリ

マルチ栽培、防虫ネットの活用や対抗植物によるセンチュウ防除、発生に応じた適期防除により薬

剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（ ）作期あたり

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

〇稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

２ｔ/10a

※雨除け 栽培の

場合は上記の1/2

とする。

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法（液肥土壌潅水、点滴液肥潅水等） 45kg/10a以下

を行う。 (収量11t/10

a)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

（対象病害虫：ウリノメイガ等） 回数（合計）

○対抗植物を栽培する。 標準の20％削減

（対象病害虫：センチュウ等） する。

○フィルム等による雨除け被覆栽培を行う。

（対象病害虫：べと病等）

。○ハウスまたは合掌支柱を防虫ネットで被覆する

（対象病害虫：アブラムシ類等の害虫）

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：うどんこ病、つる割病等）

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

○栽培は長期間に及ぶので、排水性と安定した肥効が必要となる。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮して選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（２）キュウリ（促成・半促成・抑制栽培） ＜ハウス栽培＞
施設キュウリ栽培土壌は、養分集積が進んでいることが多いので、土壌診断による土壌養分管理

を行い、完熟たい肥等を施用し、土づくりを行うことが重要である。
施肥には、肥効調節型肥料や有機質肥料を使用するか、または局所施肥法を用いる。施用量は、

土壌やたい肥に含まれる量を考慮し、適正な養分バランスを保つ。
病害虫防除は、排水対策やほ場衛生を徹底し、防虫ネットの活用や対抗植物によるセンチュウ防

除、発生に応じた適期防除により薬剤散布の節減に努める。また、土壌病害や土壌センチュウの被
害が懸念される場合は、半促成栽培終了後に太陽熱等を利用した消毒を行う。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

※前作と併せ年１

回の施用とする。

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法（点滴液肥潅水等）を行う。 促成

35kg/10a以下

(目標収量12t)

半促成

32kg/10a以下

(目標収量8t)

抑 制

20kg/10a以下

(目標収量6t)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

（対象病害虫：オンシツコナジラミ等） 回数（合計）

○ハウス開口部を防虫ネットで被覆する。 標準の20％削減

（対象病害虫：アブラムシ類等） する。

○対抗植物を輪作する。

（対象病害虫：センチュウ等）

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：うどんこ病、つる割病等）

○土壌還元消毒を行う。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ、ＵＶカット

フィルム等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

、 。○点滴液肥潅水法は 土壌溶液や植物体の分析結果を踏まえて行う

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（３）トマト（夏秋栽培） ＜露地栽培＞
トマト栽培ほ場は、黒ボク土壌や沖積土壌に属する土壌が多く、ほ場により土壌の性質が異なっ

ている場合が多いので、土壌診断による土壌養分管理を行い、完熟たい肥等を施用し、土づくりを
行うことが重要である。
施肥には、肥効調節型肥料や有機質肥料を使用するか、または局所施肥法を用いる。施用量は、

土壌やたい肥に含まれる窒素量を考慮し、適正な養分バランスを保つ。
病害虫防除は、排水対策やほ場衛生を徹底するとともに、生物農薬や防虫ネットの活用や、太陽

熱等を利用した土壌消毒、ラノーテープを利用し、発生に応じた適期防除による薬剤散布の節減に

努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法（点滴液肥潅水等）を行う。 29kg/10a以下

(収量10t/10

a)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：オオタバコガ、コナジラミ類 回数（合計）

灰色かび病等 標準の20％削減

○ハウス開口部を防虫ネットで被覆する。 する。

（対象病害虫：オオタバコガ等）

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：青枯れ病等）

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（ラノーテープ、ＵＶカットフィル

ム等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

、 。○点滴液肥潅水法は 土壌溶液や植物体の分析結果を踏まえて行う

○防虫ネットは、夏期の通気性を考慮して選定する。

○天敵は、効果を高めるため導入時期や温度管理を適正にする。

○マルハナバチを導入する場合はＵＶカットフィルムは使用しな

い。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（４）トマト（促成栽培） ＜ハウス栽培＞

施設トマト栽培土壌は、養分集積が進んでいることが多いので、土壌診断による土壌養分管理を

行い、完熟たい肥等を施用し、土づくりを行うことが重要である。

施肥には肥効調節型肥料や有機質肥料を使用するか、または局所施肥法を用いる。施用量は、土

壌やたい肥に含まれる養分量を考慮し、適正な養分バランスを保つ。

病害虫防除は、排水対策やほ場衛生を徹底するとともに、生物農薬や防虫ネットの活用や、太陽

熱等を利用した土壌消毒、ラノーテープを利用し、発生に応じた適期防除による薬剤散布の節減に

努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（ ）作期あたり

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法（点滴液肥潅水等）を行う。 27kg/10a以下

(目標収量

12t/10

a)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：オオタバコガ、コナジラミ類 回数（合計）

灰色かび病等 標準の20％削減

○ハウス開口部を防虫ネットで被覆する。 する。

（ 、 ）対象病害虫：アブラムシ類 コナジラミ類等

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：青枯れ病等）

○土壌還元消毒を行う。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（ラノーテープ、ＵＶカットフィル

ム等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

、 。○点滴液肥潅水法は 土壌溶液や植物体の分析結果を踏まえて行う

○天敵を使用する場合は、効果を高めるため導入時期や温度管理を

適正にする。

○防虫ネットは、夏期の通気性を考慮して選定する。

○マルハナバチを導入する場合は、ＵＶカットフィルムは使用しな

いこと。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（５）ミニトマト（夏秋栽培） ＜露地栽培＞

雨除けミニトマト栽培土壌は、養分集積が進んでいることが多いので、土壌診断による土壌養分

管理を行い、完熟たい肥等を施用し、土づくりを行うことが重要である。

施肥には肥効調節型肥料や有機質肥料を使用するか、または養液土耕法を用いる。施用量は、土

壌やたい肥に含まれる養分量を考慮し、適正な養分バランスを保つ。

病害虫防除は、排水対策やほ場衛生を徹底するとともに、生物農薬や防虫ネットの活用や、太陽

熱等を利用した土壌消毒、ラノーテープを利用し、発生に応じた適期防除による薬剤散布の節減に

努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法（点滴液肥潅水等）を行う。 ３２kg/10a以下

(目標収量

６t/10a)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：オオタバコガ、コナジラミ類 回数（合計）

灰色かび病等 標準の20％削減

○ハウス開口部を防虫ネットで被覆する。 する。

（対象病害虫：オオタバコガ等）

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：萎ちょう病等）

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（ラノーテープ、ＵＶカットフィル

ム等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

、 。○点滴液肥潅水法は 土壌溶液や植物体の分析結果を踏まえて行う

○防虫ネットは、夏期の通気性を考慮して選定する。

○天敵は、効果を高めるため導入時期や温度管理を適正にする。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（６）ミニトマト（促成栽培） ＜ハウス栽培＞

栽培土壌は、耕土が深く腐植に富む土壌がよい。このため作付前に土壌診断による土壌養分管理

を行い、完熟たい肥等の施用し、土作りを十分に行うことが重要である。

施肥には、肥効調節型肥料や有機質肥料を使用するか、養液土耕栽培法を用いる。施肥量は土壌

やたい肥に含まれている養分量を考慮し、適正な養分バランスを保つ。

病害虫防除は排水対策やほ場衛生を徹底すると共に、生物農薬や防虫ネットの活用、太陽熱等を

利用した土壌消毒、ラノーテープを利用し発生に応じた適期防除による薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２t/10a

○稲ワラをすき込み、土中たい肥とする。 稲ワラ

１t/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法（点滴液肥潅水等）を行う。 ３２㎏/10a以下

（目標収量

８t/10a）

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：オオタバコガ、アブラムシ類 回数（合計）

コナジラミ類、灰色かび病等 標準の２０％

○ハウス開口部を防虫ネットで被覆する。 削減する。

（対象病害虫：オオタバコガ等）

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：萎ちょう病等）

○土壌還元消毒を行う。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（ラノーテープ、ＵＶカットフィルム等）を

行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜ふんたい

肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用する場合は、別表

を参考に行う。

○点滴液肥潅水法は、土壌溶液や植物体の分析結果を踏まえて行う。

○防虫ネットは、夏期の通気性を考慮して選定する。

○天敵は、効果を高めるため導入時期や温度管理を適正にする。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（７）イチゴ（促成栽培） ＜ハウス栽培＞

イチゴは肥料濃度に特に敏感であり、長期間、安定した肥効が重要である。しかし、施設土壌は

養分集積が進み、塩類過剰による生育障害が発生しやすい圃場が多い。したがって、完熟たい肥等

を施用し、土壌診断に基づく土壌養分管理を行い、肥沃で排水性の良い土づくりを行うことが重要

である。

施肥には肥効調節型肥料や有機質肥料を用いる。また、施用量は土壌やたい肥に含まれる養分量

を考慮して決定し、適正な養分濃度とバランスを保つ。

病害虫防除は、排水対策やほ場衛生を徹底し、育苗時は雨除け栽培を行い、生物農薬や防虫ネッ

トの活用、発生に応じた適期防除により薬剤散布の節減に努める。また、土壌病害防除には太陽熱

等を利用した消毒法を用いる。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法（点滴液肥潅水等）を行う。 17kg/10a以下

（目標収量

4t/10

a)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：ハダニ類、ハスモンヨトウ 回数（合計）

アブラムシ類、うどんこ病等 標準の20％削減

○ハウスの開口部を防虫ネットで被覆する。 する。

対象病害虫：ハスモンヨトウ

アザミウマ類等

○土壌還元消毒を行う。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（ラノーテープ等）を行う。

。その他留意事項 ○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家

畜ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を

施用する場合は、別表を参考に行う。

○育苗はハウス雨除けで行い、降雨による炭そ病の発生を予防す

る。

○天敵は、効果を高めるため導入時期や温度管理を適正にする。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（８）イチゴ（半促成栽培） ＜ハウス栽培＞

イチゴは肥料濃度に特に敏感であり、長期間、安定した肥効が重要である。しかし、施設土壌は

養分集積が進み、塩類過剰による生育障害が発生しやすい圃場が多い。したがって、完熟たい肥等

を施用し、土壌診断に基づく土壌養分管理を行い、肥沃で排水性の良い土づくりを行うことが重要

である。

施肥には肥効調節型肥料や有機質肥料を用いる。また、施用量は土壌やたい肥に含まれる養分量

を考慮して決定し、適正な養分濃度とバランスを保つ。

病害虫防除は、排水対策やほ場衛生を徹底し、育苗時は雨除け栽培を行い、生物農薬や防虫ネッ

トの活用、発生に応じた適期防除により薬剤散布の節減に努める。また、土壌病害防除には太陽熱

等を利用した消毒法を用いる。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法（点滴液肥潅水等）を行う。 18kg/10a以下

（目標収量

3.5t/10

a)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：ハダニ類、ハスモンヨトウ 回数（合計）

アブラムシ類、うどんこ病等 標準の20％削減

○ハウスの開口部を防虫ネットで被覆する。 する。

対象病害虫：ハスモンヨトウ

アザミウマ類等

○土壌還元消毒を行う。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（ラノーテープ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

、 。○育苗はハウス雨除けで行い 降雨による炭そ病の発生を予防する

○天敵は、効果を高めるため導入時期や温度管理を適正にする。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（９）サヤインゲン ＜露地栽培・ハウス栽培＞

サヤインゲンは主に褐色森林土や黒ボク土に属するほ場で栽培されており、物理性や化学性にお

いて課題のあるほ場が多い。サヤインゲンは栽培が長期間に及び、排水性と安定した肥効が必要で

ある。このため、土壌診断に基づき完熟たい肥等や土壌改良資材を適正に投入し、深耕や排水性を

確保するとともに、物理性・化学性及び生物性を改善し、土づくりに努める。

施肥には肥効調節型肥料や有機質肥料を使用するか、または局所施肥を行い、適正な栽培管理に

より草勢低下を防ぐ。施肥量は、土壌及びたい肥に含まれる量を考慮し、窒素過多を避ける。

病害虫防除は、排水対策やほ場衛生を徹底するとともに、雨除け栽培、防虫ネットの被覆やマル

チ栽培を行い、発生に応じた適期防除により薬剤散布の節減に努める。また土壌消毒には太陽熱等

を利用した消毒法を用いる。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

２ｔ/10a

※たい肥 は年１

。回の施用である

また、雨 除 け栽

培の場合 は上記

の1/2とする。

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法（液肥土壌潅水等）を行う。 24kg/10a以下

(収量目標1.5t)

○雨除け栽培を行う （対象病害虫：炭そ病等） 化学農薬使用化学農薬低減技術 。

○ハウスまたは合掌支柱を防虫ネットで被覆する 回数（合計）。

対象病害虫：アブラムシ類 アザミウマ類等 標準の20％削減（ 、 ）

○マルチ栽培を行う （対象：雑草） する。。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーテープ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（10）ピーマン（夏秋栽培） ＜露地栽培＞
ピーマンは阿武隈山間地や中通りを中心に栽培されている。この地域の土壌は褐色森林土に属す

る土壌が多く、排水性・保水性や土壌の腐植量において課題のあるほ場が多い。ピーマンは栽培が
長期間に及び、乾燥や施肥量過多は尻腐果の発生原因ともなるので、土壌診断による土壌養分管理
を行い、完熟たい肥等を施用し、保水性に優れた土づくりを行うことが重要である。
施肥には肥効調節型肥料や有機質肥料を施用するか、局所施肥法を行う。また、施肥量は土壌や

たい肥に含まれる養分量を考慮し、適正な土壌養分バランスを保つ。
病害虫防除は、排水対策やほ場衛生を徹底するとともに、生物農薬の利用、対抗植物によるセン

チュウ防除、マルチ栽培や雨除け栽培、防虫ネットの活用、発生に応じた適期防除により薬剤散布

の節減に努める。また土壌消毒には太陽熱等を利用した消毒法を用いる。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○秋に稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 ４ｔ/10a

○緑肥作物を栽培する。 稲わら

２ｔ/10a

※雨除け 栽培の

場合は上記の1/2

とする。

○肥効調節型肥料を基肥として施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を基肥として施用する。 成分量

○局所施肥法(液肥土壌潅水等）を行う。 28kg/10a

(目標収量

5t/10

a)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

（対象病害虫：オオタバコガ、 回数（合計）

アザミウマ類 アブラムシ類等 標準の20％削減、 ）

○対抗植物を利用する。 する。

（対象病害虫：センチュウ等）

○ハウス雨除け栽培を行う。

（対象病害虫：斑点病、疫病）

○ハウス開口部を防虫ネットで被覆する。

対象病害虫：オオニジュウヤホシテントウ

オオタバコガ等

○マルチ栽培を行う （対象：雑草、疫病）。

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：ウィルス病等）

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（11）ナス（夏秋栽培） ＜露地栽培＞
ナスは阿武隈山間地や中通りの水田地帯を中心に栽培されている。この地域は灰色低地土に属す

る土壌が多く、排水性や保水性、地力などに課題のある土壌が多く見られる。ナスは栽培が長期間
に及ぶので、土壌診断による土壌養分管理を行い、完熟たい肥等を施用し、水はけの良い土づくり
を行うことが重要である。
施肥には肥効調節型肥料や有機質肥料を使用するか、局所施肥法を行う。施肥量は、土壌やたい

肥に含まれる窒素量を考慮し、適正な養分バランスを保つ。
病害虫防除は、排水対策やほ場衛生を徹底し、生物農薬や対抗植物の活用、マルチ栽培、雨除け

栽培や防虫ネットの活用、発生に応じた適期防除により薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 ４ｔ/10a

○緑肥作物を栽培する。 稲わら

２ｔ/10a

※雨除け 栽培の

場合は上記の1/2

とする。

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法（液肥土壌潅水等）を行う。 36kg/10a以下

(目標収量

６t/10a)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

（対象害虫：オオタバコガ、アブラムシ類等） 回数（合計）

○対抗植物を利用する。 現行の20％削減

（対象病害虫：センチュウ等） する。

○雨除け栽培を行う （対象病害虫：疫病等）。

○ハウス開口部を防虫ネットで被覆する。

（対象病害虫：オオタバコガ等）

○マルチ栽培を行う （対象：雑草）。

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：青枯れ病等）

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（12）カボチャ ＜露地栽培＞

カボチャは、果菜類の中では強健な作物であり、各種の土壌に適するが、りん酸欠乏の火山灰土

壌では活着が悪く、一般的には砂壌土から壌土が適する。また、排水の不良なほ場では疫病や果実

の腐敗が発生しやすくなる。このため、土壌診断に基づき完熟たい肥等や土壌改良資材を適正に投

入し、深耕や排水性を確保するとともに、物理性・化学性及び生物性を改善し土づくりに努める。

施肥量は、土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定し、肥効調節型肥料や有機質肥料を用い

過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、排水対策を徹底し、マルチ栽培やしきわらにより疫病の発生を抑える。

雑草防除は、機械除草やマルチ栽培、しきわらにより、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ／１０ａ

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ／１０ａ

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

１３kg/10a

以下

（ ）目標収量３ｔ

○機械除草を行う （対象：雑草） 化学農薬使用化学農薬低減技術 。

○生育初期の被覆資材によるトンネル栽培を行う 回数（合計）

（対象病害虫：アブラムシ等） 標準の20％削減

○マルチ栽培を行う。 する。

（対象病害虫：疫病、アブラムシ、雑草）

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（13）オクラ＜露地栽培＞

オクラは吸肥力が強く、収穫期間が長いため、保肥力の大きい肥沃な土壌が適する。

このため、土壌診断に基づき完熟堆肥や土壌改良資材を適正に投入し、物理性・化学性

及び生物性を改善し土づくりに努める。

施肥量は、土壌及びたい肥に含まれる量、また前作の残肥を考慮して決定し、有機質肥

料を使用するか、局所施肥法により、過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、排水対策を徹底し、生物農薬、防虫ネットの活用、マルチ栽培などによ

り発生の軽減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（ ）作期あたり

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を用いる。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法を行う。 ２０kg/10a以

下

(収量1.5t/10

a)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

（対象病害虫：ヨトウムシ、オオタバコガ等） 回数（合計）

○対抗植物を栽培する。 ６回以内

（対象病害虫：センチュウ）

○防虫ネットで被覆する。

（対象病害虫：アブラムシ類等）

○機械除草を行なう （対象病害虫：雑草）。

○マルチ栽培を行なう （対象病害虫：雑草）。

（ ） 。○光利用技術 シルバーポリマルチ等 を行なう

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行なう。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（14）ダイコン（夏どり栽培） ＜露地栽培＞
夏ダイコンは高冷地の畑地に長年栽培されており、連作による病害虫の増加が見られる。また、

栽培土壌は淡色黒ボク土壌が多く、物理性、化学性や地力において課題のあるほ場が多い。このた
め、土壌診断に基づき完熟たい肥等や土壌改良資材を適正に投入し、深耕や排水性を確保するとと
もに、物理性・化学性及び生物性を改善し、土づくりに努める。

、 、この作型は普通栽培より肥効が良いため 窒素過多により病害発生や品質低下を招きやすいので
土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定するとともに、肥効調節型肥料や有機質肥料を用い、
過剰施肥を避ける。
病害虫防除は生物農薬の利用、対抗植物との輪作、被覆栽培やフェロモン剤の利用に加え、発生

に応じた適期防除により、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

１２kg/10a以下

（ ）収量目標4.5t

○生物農薬を使用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：軟腐病、アオムシ、コナガ 回数（合計）

ヨトウムシ等 ８回以内

○対抗植物を利用する。

（対象病害虫：センチュウ等）

○フェロモン剤を利用する。

（対象病害虫：コナガ等）

○被覆栽培を行う。

対象病害虫：アオムシ、コナガ

ヨトウムシ等

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：萎黄病等）

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（15）ダイコン（秋冬どり栽培） ＜露地栽培＞

秋冬ダイコンは畑作地域を中心に長年栽培されており、連作による病害虫の増加が見られる。栽

培土壌は黒ボク土壌が多く、地力において課題のあるほ場が多い。このため、土壌診断に基づき完

熟たい肥等や土壌改良資材を適正に投入し、深耕や排水性を確保するとともに、物理性・化学性及

び生物性を改善し、土づくりに努める。

、 、 、施肥量は 土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定し 肥効調節型肥料や有機質肥料を用い

過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、生物農薬の利用、対抗植物との輪作、被覆栽培やフェロモン剤の利用、発生に応

じた適期防除により薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（ ）作期あたり

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

１３kg/10a以下

(収量目標５t)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：軟腐病、アオムシ、コナガ 回数（合計）

ヨトウムシ等 ４回以内

○対抗植物を利用する。

（対象病害虫：センチュウ等）

○フェロモン剤を利用する。

（対象病害虫：コナガ等）

○被覆栽培を行う。

対象病害虫：アオムシ、コナガ

ヨトウムシ等

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：萎黄病等）

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

。その他の留意事項 ○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家

畜ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を

施用する場合は、別表を参考に行う。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（16）キャベツ（夏秋どり栽培） ＜露地栽培＞

キャベツは畑作地域を中心に長年栽培されており、土壌養分の蓄積や病害虫の発生が見られる。

栽培土壌は褐色森林土や黒ボク土壌が多く、物理性や化学性において課題のある土壌が多い。この

ため、土壌診断に基づき完熟たい肥等や土壌改良資材を適正に投入し、深耕や排水性を確保すると

ともに、物理性・化学性及び生物性を改善し、土づくりに努める。

施肥量は、土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定し、肥効調節型肥料や有機質肥料を使用

するか、局所施肥法を用い、過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、生物農薬、対抗植物、フェロモン剤や被覆資材の利用、発生に応じた適期防除に

より、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法を行う。 ２０kg/10a以下

(収量目標４t)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：アオムシ、コナガ 回数（合計）

ヨトウムシ等 ７回以内

○対抗植物を利用する。

（対象病害虫：センチュウ等）

○フェロモン剤を利用する。

（対象病害虫：コナガ等）

○べたがけ栽培を行う。

対象病害虫：アオムシ、コナガ

ヨトウムシ等

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：根こぶ病等）

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

。その他の留意事項 ○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家

畜ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を

施用する場合は、別表を参考に行う。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（17）キャベツ（秋冬どり栽培） ＜露地栽培＞

キャベツは畑作地域を中心に長年栽培されており、土壌養分の蓄積や病害虫の発生が見られる。

栽培土壌は褐色森林土や黒ボク土壌が多く、物理性や化学性において課題のある土壌が多い。この

ため、土壌診断に基づき完熟たい肥等や土壌改良資材を適正に投入し、深耕や排水性を確保すると

ともに、物理性・化学性及び生物性を改善し、土づくりに努める。

施肥量は、土壌及び堆肥に含まれる量を考慮して決定し、肥効調節型肥料や有機質肥料を使用す

るか、局所施肥法を用い、過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、生物農薬、対抗植物、フェロモン剤や被覆資材の利用、発生に応じた適期防除に

より、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（ ）作期あたり

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法を行う。 １６kg/10a以下

(収量目標４t)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：アオムシ、コナガ 回数（合計）

ヨトウムシ等 ８回以内

○対抗植物を利用する。

（対象病害虫：センチュウ等）

○フェロモン剤を利用する。

（対象病害虫：コナガ等）

○べたがけ栽培を行う。

対象病害虫：アオムシ、コナガ

ヨトウムシ等

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：根こぶ病等）

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（18）ブロッコリー（初夏どり栽培） ＜露地栽培＞

ブロッコリーは土地利用型作物として長年栽培されており、連作による土壌養分の蓄積や病害虫

の発生が見られる。また、栽培土壌は黒ボク土壌が多く、地力や化学性において課題のあるほ場が

多い。このため、土壌診断に基づき完熟たい肥や土壌改良資材を適正に投入し、深耕や排水性を確

保するとともに、物理性・化学性及び生物性を改善し、土づくりに努める。

施肥量は、土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定し、肥効調節型肥料や有機質肥料を主体

に使用するか局所施肥法を用いるなど過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、排水対策を徹底するとともに、輪作に努め、被覆資材による害虫の寄生防止、生

物農薬やフェロモン剤等の利用、発生に応じた適期防除を行う。

雑草防除には、しきわらやポリマルチを利用し、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ４ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法を行う。 １６kg/10a以下

(収量目標

１．２t)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：アオムシ、コナガ 回数（合計）

ヨトウムシ等 ４回以内

○べたがけ栽培を行う。

対象病害虫：アオムシ、コナガ

ヨトウムシ等

○フェロモン剤を利用する。

（対象病害虫：コナガ等）

○マルチ栽培を行う （対象：雑草）。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

○病害虫防除のために輪作に努める。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（19）ブロッコリー（秋冬どり栽培） ＜露地栽培＞

ブロッコリーは土地利用型作物として長年栽培されており、連作による土壌養分の蓄

積や病害虫の発生が見られる。また栽培土壌は黒ボク土壌が多く、地力や化学性におい

て課題のあるほ場が多い。このため、土壌診断に基づき完熟たい肥等や土壌改良資材を

、 、 、適正に投入し 深耕や排水性を確保するとともに 物理性・化学性及び生物性を改善し

土づくりに努める。

施肥量は、土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定し、肥効調節型肥料や有機質肥料を使用

するか、局所施肥法を用いる。

病害虫防除は、排水対策を徹底するとともに、被覆資材による害虫の寄生防止、生物農薬やフェ

ロモン剤の利用、発生に応じた適期防除を行う。

雑草防除には、しきわらやポリマルチを利用し、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ４ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法を利用する。 １４kg/10a以下

(収量目標１ｔ)

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：アオムシ､コナガ ヨトウムシ等 回数（合計）（ 、 ）

○べたがけ栽培を行う。 ４回以内

（ 、 ）対象病害虫：アオムシ､コナガ ヨトウムシ等

○フェロモン剤を利用する。

（対象病害虫：コナガ等）

○マルチ栽培を行う （対象：雑草）。

（ 、 ）対象病害虫：アオムシ､コナガ ヨトウムシ等

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

。その他の留意事項 ○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家

畜ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を

施用する場合は、別表を参考に行う。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（20）ハクサイ ＜露地栽培＞

ハクサイは、根が繊細で根系が深く形成されるので、耕土が深く肥沃で生育に応じた水分の供給

ができる条件の土壌が適する。排水不良地では軟腐病に侵されやすく、連作地では根こぶ病や微量

要素欠乏等の障害が発生しやすくなる。このため、土壌診断に基づき完熟たい肥等や土壌改良資材

を適正に投入し、深耕や排水性を確保するとともに、物理性・化学性及び生物性を改善し土づくり

に努める。

施肥量は、土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定し、肥効調節型肥料や有機質肥料を用い

るか、局所施肥法を用い、過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、排水対策を徹底し、生物農薬、フェロモン剤や被覆資材の利用、発生に応じた適

期防除により、薬剤散布の低減に努める。また、アブラナ科以外の作物との輪作により連作障害を

回避する。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２t/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１t/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

○局所施肥法を行う。 １７kg/10a以下

（収量目標

）４t/10a

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

対象病害虫：軟腐病、アオムシ、コナガ 回数（合計）

ヨトウムシ等

○フェロモン剤を利用する。 ６回以内

（対象病害虫：コナガ等）

○べたがけ栽培を行う。

対象病害虫：アブラムシ類、アオムシ

コナガ、ヨトウムシ等

○機械除草を行う （対象：雑草）。

○マルチ栽培を行う （対象病害虫：雑草）。

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：根こぶ病等）

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（21）コカブ ＜ハウス栽培＞

コカブは都市近郊地帯の野菜として定着していたが、需要が増加し輸送園芸地帯でも周年生産さ

れるようになった。栽培土壌は、砂質土壌が最も良いとされている。また、窒素の肥効が最も大き

く、次いでカリであるが生育日数が短いため全量基肥でも良い。しかし、作付前に土壌診断による

土壌養分管理を行い、完熟たい肥等を施用し、土作りを十分に行うことが重要である。

施肥には、有機質肥料を使用するか局所施肥法等を行う。施肥量は土壌やたい肥に含まれている

養分量を考慮し適正な養分バランスを保つ。病害虫防除は排水対策やほ場衛生を徹底すると共に、

生物農薬や防虫ネットの活用、太陽熱等を利用した土壌消毒、発生に応じた適期防除による薬剤散

布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり

○完熟たい肥を施用する。 たい肥(年１回)たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ３t/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１t/10a

○有機質肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○局所施肥法を行う。 成分量

１１kg/10a以下

（目標収量

２t/10a）

○生物農薬を利用する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

（対象病害虫：コナガ、ヨトウムシ等） 回数（合計）

○ハウス開口部を防虫ネットで被覆する。 ３回以内

（対象病害虫：アブラムシ類、コナガ等）

○べたがけ栽培を行う。

（対象病害虫：アブラムシ類、コナガ、ヨトウムシ等）

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：根こぶ病等）

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（シルバーポリマルチ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜ふんたい

肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用する場合は、別表

を参考に行う。

○防虫ネットは、対象病害虫を考慮して選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（22）ニラ（夏どり栽培） ＜露地栽培＞

夏ニラは主に中通りや会津地方の中山間地に栽培されており、連作により土壌養分の蓄積や病害

虫の増加が見られる。また栽培土壌は褐色低地土などが多く、物理性や腐植量において課題のある

ほ場が多い。このため、土壌診断に基づき完熟たい肥等や土壌改良資材を適正に投入し、深耕や排

水性を確保するとともに、物理性・化学性及び生物性を改善し、土づくりに努める。

施肥量は、土壌及び堆肥に含まれる量を考慮して決定し、肥効調節型肥料や有機質肥料を用い、

過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、排水対策を徹底するとともに、雨除け栽培、被覆資材の利用、発生に応じた適期

防除を行う。また土壌病害防除は太陽熱等を利用した消毒法を用いる。

雑草防除には、しきわらやポリマルチを利用し、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

２ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

５６kg/10a以下

(収量目標４ｔ)

※施肥窒素量は２

年間分の合計であ

る。

○フィルム等による雨除け被覆栽培を行う。 化学農薬使用化学農薬低減技術

（対象病害虫：株腐細菌病等） 回数（合計）

○防虫ネットを被覆する。 １０回以内

（対象病害虫：ネギコガ等）

○マルチ栽培を行う （対象：雑草）。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（ＵＶカットフィルム等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（23）ニラ（秋冬どり栽培） ＜ハウス栽培＞
秋冬ニラは主に中、浜通り平坦部に長年栽培されており、連作により土壌養分の蓄積や病害虫の

増加が見られる。また、栽培土壌は褐色低地土などが多く、物理性や腐植量において課題のあるほ
場が多い。
このため、土壌診断に基づき完熟たい肥等や土壌改良資材を適正に投入し、深耕や排水性を確保

するとともに、物理性・化学性及び生物性を改善し、土づくりに努める。
、 、 、施肥量は 土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定し 肥効調節型肥料や有機質肥料を用い

過剰施肥を避ける。
病害虫防除は、排水対策や収穫期のハウス換気を行うとともに、雨除け栽培、被覆資材の利用、

発生に応じた適期防除を行う。また、土壌病害病除には、太陽熱等を利用した消毒法を用いる。
雑草防除には、しきわらやポリマルチを利用し、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

２ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

５４kg/10a以下

(収量目標３t)

※施肥窒素量は２

年間分の合計であ

る。

○株養成期間のフィルム等による雨除け被覆栽培 化学農薬使用化学農薬低減技術

を行う。 回数（合計）

（対象病害虫：株腐細菌病等） １９回以内

○防虫ネットを被覆する。

（対象病害虫：ネギコガ等）

○マルチ栽培を行う （対象：雑草）。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（ＵＶカットフィルム等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（24）ホウレンソウ ＜露地栽培・ハウス栽培＞

夏どりほうれんそうは主に中山間地での栽培が多く、年４～５回の作付けとなることから、土壌

養分の蓄積や病害虫の発生が見られ、収量が不安定なほ場が見られる。また、栽培土壌は黒ボク土

壌が多く、地力や化学性に課題がある土壌が多い。このため、土壌診断に基づき完熟たい肥や土壌

、 、 、改良資材を適正に投入し 深耕や排水性を確保するとともに 物理性・化学性及び生物性を改善し

土づくりに努める。

、 、 、施肥量は 土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定し 肥効調節型肥料や有機質肥料を用い

過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、雨除け栽培、ハウス開口部への防虫ネットの被覆、被覆資材を利用し、発生に応

じた適期防除により行う。また、土壌病害防除には太陽熱等を利用した消毒法を用いる。

雑草防除には、しきわらやポリマルチを利用し、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

※たい肥は年間当

たり施用量

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

１５kg/10a以下

(収量目標

１ ２ｔ)．

○フィルム等による雨除け被覆栽培を行う。 化学農薬使用化学農薬低減技術

（対象病害虫：べと病等） 回数（合計）

○防虫ネットを被覆する。 ３回以内

（対象病害虫：アブラムシ類等）

○マルチ栽培を行う （対象：雑草）。

○抵抗性品種・台木を利用する。

（対象病害虫：べと病等）

○土壌還元消毒を行う。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（ＵＶカットフィルム等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する｡

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（25）シュンギク（抜きとり栽培） ＜露地栽培・ハウス栽培＞

シュンギクは主に施設果菜類の後作として栽培されているため、土壌養分過多になりやすい。土

壌診断に基づき完熟たい肥や土壌改良資材を適正に投入し、深耕や排水性を確保するとともに、物

理性・化学性及び生物性を改善し、土づくりに努める。

、 、 、施肥量は 土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定し 肥効調節型肥料や有機質肥料を用い

過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、生物農薬の利用、ハウス開口部への防虫ネットの被覆、発生に応じた適期防除に

より行う。土壌病害防除には太陽熱等を利用した消毒法を用いる。

また、雑草防除には、しきわらやポリマルチを利用し、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（作期あたり）

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

１６kg/10a以下

(収量目標２ｔ)

○防虫ネットを被覆する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

（対象病害虫：アブラムシ類、ハモグリバエ類 回数（合計）

等） ４回以内

○マルチ栽培を行う （対象：雑草）。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（粘着テープ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。
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（26）シュンギク（摘みとり栽培） ＜露地栽培・ハウス栽培＞

シュンギクは主に施設果菜類の後作として栽培されているため、土壌養分過多になりやすい。土

壌診断に基づき完熟たい肥や土壌改良資材を適正に投入し、深耕や排水性を確保するとともに、物

理性・化学性及び生物性を改善し、土づくりに努める。

、 、 、施肥量は 土壌及びたい肥に含まれる量を考慮して決定し 肥効調節型肥料や有機質肥料を用い

過剰施肥を避ける。

病害虫防除は、生物農薬の利用、ハウス開口部への防虫ネットの被覆、発生に応じた適期防除に

より行う。土壌病害防除には太陽熱等を利用した消毒法を用いる。

また、雑草防除には、しきわらやポリマルチを利用し、薬剤散布の節減に努める。

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安

（ ）作期あたり

○完熟たい肥を施用する。 たい肥たい肥等施用技術

○緑肥作物を栽培・施用する。 ２ｔ/10a

○稲わらをすき込み、土中たい肥とする。 稲わら

１ｔ/10a

○肥効調節型肥料を施用する。 化学肥料窒素化学肥料低減技術

○有機質肥料を施用する。 成分量

２４kg/10a以下

(収量目標４ｔ)

○防虫ネットを被覆する。 化学農薬使用化学農薬低減技術

（対象病害虫：アブラムシ類、ハモグリバエ類 回数（合計）

等） ５回以内

○マルチ栽培を行う （対象：雑草）。

○熱利用土壌消毒を行う。

○光利用技術（粘着テープ等）を行う。

○土壌診断の結果に基づいて施肥量やたい肥の施用量を調整する。その他の留意事項

○たい肥の施用量は、稲わらたい肥を前提とした目安であり、家畜

ふんたい肥等を用いる場合や、使用の目安を超えるたい肥を施用

する場合は、別表を参考に行う。

○防虫ネットは対象病害虫を考慮し選定する。

注）化学農薬使用回数とは単なる農薬の使用回数ではなく、散布した薬液等に含まれる有効成分の数を施

用（経歴）ごとに合計した数である。


